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様 式 第 ５ 号 (第 １ ５ 条 関 係 ) 

審議会会 議録  
審 議 会 等 の  

名 称  
第 ２ 回  瑞 穂 市 総 合 計 画 等 評 価 審 議 会  

開 催 日 時  
令 和 元 年 ７ 月 ３ ０ 日 （ 火 曜 日 ) 

午 後 ６ 時 ０ ０ 分 か ら ８ 時 ５ ０ 分  

開 催 場 所  総 合 セ ン タ ー  ５ 階  第 ４ 会 議 室  

議 題  

・ 「 瑞 穂 市 第 ２ 次 総 合 計 画 」 に も と づ く 事 業 評 価 （ 平

成 ３ ０ 年 度 実 施 分 ） に つ い て  

・ 「 瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 」 に も と

づ く 事 業 評 価 （ 平 成 ３ ０ 年 度 実 施 分 ） に つ い て  

出 席 委 員  

欠 席 委 員  

 

出 席 委 員  １ ４ 名  

曽 我 部 雄 樹 会 長 、 渡 邉 昭 博 副 会 長 、 相 原 克 己 委 員 、  

大 池 義 之 委 員 、 加 木 屋 加 緒 里 委 員 、 河 合 一 恵 委 員 、  

川 瀬 利 廣 委 員 、 草 野 貴 光 委 員 、 小 森 和 久 委 員 、  

椙 浦 良 子 委 員 、 林 聖 文 委 員 、 森 川 晃 委 員 、  

吉 田 明 貴 子 委 員 、 吉 田 敏 之 委 員  

 

欠 席 委 員  ０ 名  

 

公 開 ・ 非 公 開  

の 区 分  

(非 公 開 理 由 ) 

公 開   ・   非 公 開  

傍 聴 人 数  １ 人  

審 議 の 概 要  

開  会  

【 事 務 局 】  

委 員 総 数 １ ４ 名 に 対 し 過 半 数 を 超 え る 全 員 の 出 席 が

あ り 、 瑞 穂 市 附 属 機 関 設 置 条 例 第 ８ 条 第 １ 項 に 基 づ

き 会 議 が 成 立 し て い る こ と を 宣 言 し た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

本 会 議 に つ い て 瑞 穂 市 審 議 会 等 の 設 置 、 運 営 等 に 関

す る 要 綱 第 １ ２ 条 に よ り 当 該 審 議 会 の 傍 聴 を 希 望 す

る 者 に 傍 聴 を 認 め る こ と を 各 委 員 に 確 認 し 了 承 を 得

た 。  

 

 

議 事 「 瑞 穂 市 第 ２ 次 総 合 計 画 」 、 「 瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創

生 総 合 戦 略 」の 平 成 ３ ０ 年 度 実 績 の 評 価 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

事 務 局 に 対 し 評 価 方 法 に つ い て 説 明 を 求 め た 。  
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【 事 務 局 】  

資 料 １ を 用 い 、 評 価 方 法 、 瑞 穂 市 ま ち ・ ひ と ・ し

ご と 創 生 総 合 戦 略 に つ い て 説 明 を 行 っ た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

平 成 ３ ０ 年 度 に 実 施 し た 事 業 に つ い て 順 に 担 当 課 に

説 明 を 求 め た 。  

 

 

「 適 正 な 受 益 者 負 担 と 公 有 財 産 の 管 理 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 適 正 な 受 益 者 負 担 と 公 有 財 産 の 管 理 」 に つ い て 担

当 課 に 説 明 を 求 め た 。  

 

【 財 務 情 報 課 】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 Ｊ 委 員 】  

未 利 用 の 土 地 は い く つ あ り 、 そ の う ち ど れ だ け が 売

却 で き た の か 。 ま た 、 公 共 施 設 に 利 用 で き る も の ・

不 要 な も の が そ れ ぞ れ ど れ だ け あ る の か 。  

 

【 財 務 情 報 課 】  

現 在 45 件 の 普 通 財 産 が あ り 、 ３ か 所 が 売 却 で き

た 。 こ の 普 通 財 産 は 一 般 に 売 却 さ れ る よ う な 住 宅 用

地 の よ う に 整 っ た も の ば か り で は な い 。 現 在 の 土 地

利 用 と し て は 不 要 か も し れ な い が 、 隣 接 す る 土 地 利

用 に よ り 必 要 な 土 地 に 成 り 得 る こ と も あ る た め 、 一

概 に 必 要 ・ 不 必 要 と い う こ と が 言 え な い の で 、 他 課

と 連 携 し 見 極 め て 処 分 し て い き た い 。  

 

【 Ｇ 委 員 】  

「 受 益 者 負 担 割 合 の 分 布 」 の 基 準 で 、 例 え ば 、 老 人

福 祉 セ ン タ ー は 11. 1％ 、 火 葬 場 は 44. 4％ と 、 誰 で

も 利 用 す る 施 設 の 利 用 負 担 が 大 き い が 、 何 か 基 準 が

あ る の か 。 ま た 、 こ の 基 準 に つ い て 見 直 し を か け る

予 定 は 。  

 

【 財 務 情 報 課 】  

１ つ の 目 安 と し て の 基 準 で あ り 、 実 際 の 利 用 負 担 が

こ の 基 準 通 り に な っ て は い な い 。 火 葬 場 も 実 際 の 利

用 負 担 は 10％ 程 度 。 あ く ま で 近 隣 市 町 と の バ ラ ン

ス を 取 っ た り 参 考 に し た り し な が ら 、 金 額 の 設 定 を
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し て い る 。 こ の た め 見 直 し が か か る こ と も あ る 。  

 

【 Ｉ 委 員 】  

資料における「各施設の使用料改定概要」に冷暖房費込み

との記載があるが、春や秋のように冷暖房を使わないとき

は対応いかが。 

  

【 財 務 情 報 課 】  

利 用 し な い 時 も 冷 暖 房 費 込 み の 金 額 で 改 正 を 考 え て

い る 。  

 

【 Ｉ 委 員 】  

いつでも冷暖房が利用できると解釈してよいか。 

  

【 財 務 情 報 課 】  

お 見 込 み の 通 り 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

「 適 正 な 受 益 者 負 担 と 公 有 財 産 の 管 理 」 に つ い て 委

員 に 評 価 結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

  → 有 効 で あ っ た １ ４ 票 、 有 効 と は 言 え な い ０ 票  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

 

「 魅 力 あ る 情 報 発 信 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 魅 力 あ る 情 報 発 信 」 に つ い て 担 当 課 に 説 明 を 求 め

た 。  

 

【 総 合 政 策 課】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 Ａ 委 員 】  

朝 日 大 学 の 学 生 に よ る 魅 力 発 信 記 事 は イ ン タ ー ネ ッ

ト サ イ ト で ア ッ プ し て い る か 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

瑞 穂 市 の 魅 力 発 信 サ イ ト に て 、 写 真 ニ ュ ー ス と い う

コ ン テ ン ツ で 毎 週 水 曜 日 更 新 し て い る 。 ま た 、 瑞 穂

市 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ と も リ ン ク し て お り 、 当 該 サ イ

ト に お い て 新 着 情 報 と し て ア ッ プ も さ れ る 。  
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【 Ａ 委 員 】  

ア ク セ ス 数 は ど れ く ら い か 。 ま た 、 広 報 紙 ア プ リ の

ダ ウ ン ロ ー ド 数 は 何 件 か 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

ア ク セ ス 数 は 、 平 成 ２ ９ 年 度 は 2,2 9 8 件 、 平 成 ３ ０

年 度 は 3,9 5 5 件 。 ま た ア プ リ の ダ ウ ン ロ ー ド 数 は 、

直 近 の ３ か 月 で ４ 月 が 91 件 、 ５ 月 が 58 件 、 ６ 月 が

77 件 。 告 知 が 課 題 で あ る と 考 え て い る 。  

 

【 Ｊ 委 員 】  

ア プ リ の チ ラ シ に つ い て 、 こ れ 自 体 が 多 言 語 化 さ れ

て い る か 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

英 語 版 は 作 成 し た 。 今 後 多 言 語 対 応 し た も の を 配 布

で き る と 良 い と 考 え る 。  

 

【 Ｅ 委 員 】  

目 標 指 数 の 「 ホ ー ム ペ ー ジ の 情 報 満 足 度 」 は ど の よ

う な か た を 対 象 と し て い る か 。 ま た 、 魅 力 あ る 記 事

な の で 、 も っ と 告 知 を し 、 多 く の 方 に 知 っ て い た だ

き た い 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

市 内 在 住 の １ ８ 歳 以 上 の 方 1,0 0 0 人 を 対 象 に 無 作 為

で 抽 出 し 、 総 合 計 画 に 関 す る ア ン ケ ー ト を 行 っ て い

る 。 広 報 や ホ ー ム ペ ー ジ に 対 し 、 「 満 足 し て い る 」

と 回 答 し た 方 の 割 合 と し て い る 。  

 

【 Ｌ 委 員 】  

ホ ー ム ペ ー ジ の 満 足 度 で 、 「 満 足 し て い な い 」 と 回

答 さ れ た 方 に つ い て 理 由 を 吸 い 上 げ て い る か 。 ま

た 、 そ の 理 由 を も と に 随 時 リ ニ ュ ー ア ル し て い る

か 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

ホ ー ム ペ ー ジ は 各 課 そ れ ぞ れ が 分 掌 事 務 の ペ ー ジ を

管 理 し て お り 、 そ の 各 ペ ー ジ の 担 当 課 に 理 由 等 を フ

ィ ー ド バ ッ ク し て い る 。 そ の 都 度 送 る の で 、 （ 可 能

な 限 り で ） 改 善 さ れ て い る 。  

 

【 Ｍ 委 員 】  

ア プ リ を 用 い た 広 報 紙 の 配 信 は 、 ど の よ う な 市 民 を

タ ー ゲ ッ ト と し て い る か 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

対 象 は 、 主 に 日 本 に 来 て 間 も な い 外 国 人 の 方 。 日 本



-5- 

 

語 の 聞 き 取 り は で き る が 読 む こ と が 難 し い と い う 方

を 想 定 し て い る 。 外 国 の 方 で １ 番 日 本 に 来 て 情 報 を

得 る の が 難 し い と 言 わ れ る 理 由 の １ つ に 漢 字 が あ

る 。 読 み 上 げ 機 能 で 、 こ の あ た り が 補 完 で き れ ば と

考 え て い る 。 ま た 、 市 内 に は 2,0 0 0 人 強 の 外 国 人 の

方 が 住 ん で い る 。 そ の 方 々 に も 市 の 情 報 を 平 等 に 配

信 で き た ら と 考 え て い る 。  

 

【 Ｎ 委 員 】  

ア プ リ で 配 信 す る も の を 広 報 以 外 で 考 え て い る か 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

他 の 課 で 扱 う 冊 子 に つ い て 配 信 を 検 討 し て い る 旨 を

耳 に し て い る 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

「 魅 力 あ る 情 報 発 信 」 に つ い て 委 員 に 評 価 結 果 の 挙

手 を 求 め た 。  

 

  → 有 効 で あ っ た １ ３ 票 、 有 効 と は 言 え な い １ 票  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

 

「 市 民 の 参 加 ・ 参 画 機 会 の 充 実 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 市 民 の 参 加 ・ 参 画 機 会 の 充 実 」 に つ い て 担 当 課 に

説 明 を 求 め た 。  

 

【 市 民 協 働 安 全 課】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

若 い 世 代 の 参 加 率 を 上 げ よ う と い う 目 標 指 標 だ が 、

平 成 ３ ０ 年 度 目 標 数 値 が 下 が っ た 要 因 は 。 ま た 、 若

い 世 代 を 取 り 入 れ る た め の ア ン ケ ー ト 結 果 は ど う 生

か す の か 。 PDC A に お け る 方 向 性 も 教 え て ほ し い 。  

 

【 事 務 局 】  

審 議 会 や ワ ー ク シ ョ ッ プ 等 へ の 若 い 世 代 の 参 加 が 減

っ て し ま っ た た め 目 標 数 値 が 下 が っ た 。  

 

【 市 民 協 働 安 全 課】  

昨 年 度 開 催 し た タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ に お い て も 、 平
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均 年 齢 の 高 い 集 い と な っ て し ま っ た 。 PR の 仕 方 を

試 行 錯 誤 し て お り 、 今 年 度 は 小 ・ 中 学 生 を 対 象 に 夏

休 み の 選 択 課 題 の １ つ と し て タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ へ

の 参 加 を 教 育 委 員 会 に 提 案 し 協 力 を い た だ い た と こ

ろ で あ り 、 小 学 生 や 中 学 生 、 子 育 て 世 代 の 方 の 参 加

増 加 を 目 指 し て い る 。  

 

【 Ｆ 委 員 】  

令 和 ２ 年 度 の 目 標 値 が 低 い 理 由 は 。 ロ ー リ ン グ し て

改 善 す べ き で は な い か 。  

 

【事務局・曽我部会長】  

第 ２ 次 総 合 計 画 が で き た こ ろ に た て た 目 標 設 定 の た

め 、 実 施 計 画 や 基 本 計 画 に お い て 新 し い 目 標 値 を 設

定 が 必 要 と な る 。  

 

【 Ｇ 委 員 】  

テ ー マ を 校 区 ご と に 決 め て い る と の こ と だ が 、 市 全

体 と し て 問 題 と な っ て い る こ と （ 防 災 、 高 齢 化 、 障

が い 者 ） も テ ー マ に あ げ 進 め て い っ て ほ し い 。  

 

【 Ｉ 委 員 】  

各 自 治 会 の 総 会 の 時 に 話 を い た だ く 、 PTA 関 連 の

様 々 な 会 議 で 話 を い た だ く 、 等 々 い ろ ん な 機 会 を み

つ け タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ を 広 め て い っ て ほ し い 。  

 

【 Ｍ 委 員 】  

タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ で 様 々 な 課 題 の 共 有 が で き た と

思 わ れ る が 、 今 後 の 市 政 に ど う フ ィ ー ド バ ッ ク す る

か 。  

 

【市民協働安全課】  

平 成 ３ ０ 年 度 に お い て は 、 ア ン ケ ー ト の 結 果 や ワ ー

ク シ ョ ッ プ で 話 し 合 っ た 結 果 を 自 治 会 に フ ィ ー ド バ

ッ ク し た 。 行 政 側 は 該 当 す る 項 目 を 基 に 関 係 各 課 で

振 り 返 り の 会 を 実 施 し て い る 。 今 後 は 、 挙 げ ら れ た

課 題 を 解 決 す る た め の 事 業 化 が 必 要 と な っ て く る 。

市 民 協 働 で 事 業 展 開 が で き る よ う 、 市 民 と 行 政 で 方

向 性 を 詰 め る 必 要 が あ る 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

「 市 民 の 参 加 ・ 参 画 機 会 の 充 実 」 に つ い て 委 員 に 評

価 結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

→ 有 効 で あ っ た １ ４ 票 、 有 効 と は 言 え な い ０ 票  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  
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「 ま ち づ く り の 担 い 手 育 成 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 ま ち づ く り の 担 い 手 育 成 」 に つ い て 担 当 課 に 説 明

を 求 め た 。  

 

【 市 民 協 働 安 全 課】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 Ｎ 委 員 】  

「 地 域 の 絆 づ く り を 学 ぼ う 」 の 研 修 に 参 加 さ れ た 方

の 校 区 の 割 合 な ど 、 何 か 特 徴 が あ れ ば 教 え て ほ し

い 。  

 

【 市 民 協 働 安 全 課】  

参 加 者 全 員 が 穂 積 地 区 の 方 で す 。 巣 南 地 区 の 方 の 参

加 は 今 後 の 課 題 と し て い る 。  

 

【 Ｇ 委 員 】  

今 後 の 人 材 バ ン ク の 活 用 の 仕 方 は 如 何 。 ま た 瑞 穂 市

社 会 福 祉 協 議 会 と の 関 わ り 方 や 、 人 材 の 確 保 の 仕 方

な ど も 教 え て い た だ き た い 。  

 

【 市民協働安全課】  

市 民 協 働 の 視 点 で 、 人 材 バ ン ク と い う 形 で は な く 、

地 域 で 生 き た ネ ッ ト ワ ー ク を 作 る 支 援 を し て い き た

い と （ 今 後 、 目 標 指 標 の 修 正 も 含 め て ） 考 え て い

る 。  

 

【 Ｈ 委 員 】  

研 修 の 継 続 を 強 く 要 望 す る 。 ま た 継 続 す る に あ た

り 、 同 じ か た ば か り の 参 加 で は な く も っ と 若 い 人 た

ち に 参 加 し て ほ し い 。 PR の 仕 方 も 工 夫 し な が ら 進

め て ほ し い 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  

巣 南 地 区 の 方 へ の PR や 若 い 方 へ の PR を ど の よ う に

し て い く か 。  

 

【 市民協働安全課】  

ま ず は タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ 自 体 の 参 加 者 を 若 い 世 代

に 広 げ て い く こ と を 第 一 に 考 え て い る 。 参 加 い た だ

い た 方 か ら ネ ッ ト ワ ー ク を 広 げ て い く こ と も 視 野 に

入 れ な が ら 進 め て い く 。  
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【 Ｍ 委 員 】  

参 加 者 が 少 な い と の こ と だ が 、 市 と し て 参 加 者 に な

り う る 人 数 は ど れ だ け い る か 把 握 し て い る か 。  

 

【 市民協働安全課】  

ま ち づ く り は 市 民 が 関 わ っ て 行 っ て い く も の 。 若 い

方 、 高 齢 者 の 方 、 子 ど も も 対 象 だ と 考 え て い る 。 研

修 に は 幅 広 い 世 代 の 多 様 な 方 々 に 参 加 い た だ け る よ

う 広 げ て い き た い 。  

 

【 Ｊ 委 員 】  

ま ち づ く り に 関 す る 職 員 研 修 の 実 施 に つ い て 内 容 を

教 え て ほ し い 。  

 

【 市民協働安全課】  

市 民 協 働 を 学 ぶ た め 、 朝 日 大 学 の 大 学 院 の 科 目 （ コ

ミ ュ ニ テ ィ 心 理 学 や 社 会 心 理 学 な ど ） 履 修 生 の 制 度

を 使 い 、 昨 年 は ７ 人 受 講 し た 。 今 年 度 ６ 名 受 講 し て

い る 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

「 ま ち づ く り の 担 い 手 育 成 」 に つ い て 委 員 に 評 価 結

果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

→ 有 効 で あ っ た １ ４ 票 、 有 効 と は 言 え な い ０ 票  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

 

「 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 体 制 の 強 化 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 体 制 の 強 化 」 に つ い て 担 当 課 に

説 明 を 求 め た 。  

 

【 総 合 政 策 課】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 Ｇ 委 員 】  

情 報 セ キ ュ リ テ ィ に 関 す る こ と は と て も 重 要 で あ る

と 思 う 。 職 員 の 研 修 は 早 期 に 達 成 し て い た だ き た い

が 、 職 員 研 修 が 事 業 費 ０ 円 の 理 由 は 。  

 

【 財 務 情 報 課 】  
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国 の 外 郭 機 関 が 行 う 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 研 修 、 岐 阜 県

警 か ら の サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ 対 策 研 修 、 い ず れ も

無 料 で の 開 催 の た め 。  

 

【 Ｉ 委 員 】  

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 研 修 受 講 率 が 平 成 ２ ９ 年 度 以 降 下

が っ て い る 理 由 は 。  

 

【 財 務 情 報 課 】  

各 年 度 の 職 員 数 の 変 動 に よ る も の 。 同 じ 受 講 者 数 で

も 平 成 ３ ０ 年 度 は （ 分 母 が 大 き く な っ た の で ） 率 と

し て 下 が っ て し ま っ て い る 。 目 標 設 定 に つ い て 今 後

見 直 し が 必 要 と 考 え て い る 。  

 

【 Ｍ 委 員 】  

市 役 所 の な か で 情 報 セ キ ュ リ テ ィ を 担 当 す る 部 署 や

そ の 人 数 は 。  

 

【 財 務 情 報 課 】  

財 務 情 報 課 で 行 い 、 ３ 人 の 職 員 が 分 掌 事 務 を 与 え ら

れ て い る 。 専 属 は ２ 人 で 、 １ 人 は 兼 務 。 保 守 業 務 は

外 注 し 、 職 場 の コ ン ピ ュ ー タ の 安 定 的 で 確 実 な 稼 働

に 努 め て い る 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

セ キ ュ リ テ ィ ソ フ ト の 更 新 に 関 し 、 平 成 ３ ０ 年 度 実

績 と 比 較 し 、 令 和 元 年 度 の 計 画 で は お よ そ 100 万 円

の 差 が あ る が 如 何 。  

 

【 財 務 情 報 課 】  

令 和 元 年 度 は 、 予 算 額 と し て 、 ウ イ ル ス 対 策 ソ フ ト

の ラ イ セ ン ス 数 を 増 や し て の 増 額 に な っ て い る 。 ま

た 、 パ ソ コ ン の 台 数 が 年 々 増 え て い る こ と も 影 響 し

て い る 。 ち な み に 、 平 成 ３ ０ 年 度 の 予 算 額 は 、

2,3 2 2 千 円 。 10 0 万 円 の 差 は 予 算 額 と 契 約 額 の 差 が

大 き か っ た こ と に よ る も の 。  

 

【 Ｂ 委 員 】  

パ ソ コ ン の 台 数 が 増 え る 理 由 は 。 人 数 が 増 え る た め

か 。  

 

【 財 務 情 報 課 】  

お 見 込 み の 通 り 職 員 （ 臨 時 職 員 を 含 む ） の 増 員 に よ

る も の 。 ま た 、 分 掌 事 務 に よ る も の も 。  

 

【 Ｍ 委 員 】  

マ ル ウ ェ ア 等 に 感 染 し た こ と は あ る か 。  
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【 財 務 情 報 課 】  

な い 。 し か し 、 県 内 で の 感 染 事 例 も あ る た め 、 更 な

る セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 強 化 や 、 人 的 感 染 を 防 ぐ た め

の 研 修 の 強 化 を し て い き た い 。  

 

【 Ｉ 委 員 】  

セ キ ュ リ テ ィ 対 策 を す る う え で 一 番 大 事 な と こ ろ は

ど こ か 。  

 

【 財 務 情 報 課 】  

住 民 記 録 情 報 や 税 の 関 係 の 情 報 な ど を 含 む 個 人 情

報 。 そ の よ う な 情 報 の あ る 端 末 は イ ン タ ー ネ ッ ト な

ど 他 の ネ ッ ト ワ ー ク か ら 完 全 に 分 離 し て い る 。  

 

【 Ｉ 委 員 】  

コ ン ビ ニ で 証 明 書 が 発 行 可 能 だ が 、 そ の あ た り の 仕

組 み は 。  

 

【 財 務 情 報 課 】  

コ ン ビ ニ の シ ス テ ム は マ イ ナ ン バ ー 等 の 情 報 が 連 携

す る シ ス テ ム 。 基 本 的 に キ オ ス ク 端 末 と 呼 ば れ る 機

械 か ら 発 行 さ れ る も の 。 直 接 市 役 所 の 情 報 と は つ な

が っ て い な い が 、 国 の 外 郭 機 関 と そ の 端 末 が （ デ ー

タ は 全 て 暗 号 化 さ れ た う え で ） つ な が っ て い る 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

「 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 体 制 の 強 化 」 に つ い て 委 員 に 評

価 結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

→ 有 効 で あ っ た １ ４ 票 、 有 効 と は 言 え な い ０ 票  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

 

「 -圏 域 応 援 ス テ ー シ ョ ン -穂 積 駅 圏 域 拠 点 化 構 想 推 進

事 業 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 -圏 域 応 援 ス テ ー シ ョ ン -穂 積 駅 圏 域 拠 点 化 構 想 推

進 事 業 」 に つ い て 担 当 課 に 説 明 を 求 め た 。  

 

【 総 合 政 策 課】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 Ｄ 委 員 】  
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ほ づ み 夜 市 へ の 出 店 店 舗 数 は 。 そ の う ち 市 内 で 経 営

し て い る 店 舗 は ど れ く ら い か 。 ま た 、 空 き ス ペ ー ス

の 活 用 事 業 に つ い て 、 ど の よ う な お 店 が 活 用 し た

か 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

第 ４ 回 の ほ づ み 夜 市 は 30 店 舗 。 第 ５ 回 の ほ づ み 夜

市 は ２ 日 間 の 開 催 で １ 日 目 が 25 店 舗 、 ２ 日 目 が 27

店 舗 。 こ の う ち 、 お お よ そ ６ ～ ７ 割 が 市 内 の 事 業

者 。 空 き ス ペ ー ス の 活 用 に つ い て は 、 穂 積 駅 北 口 側

に は キ ッ チ ン カ ー で の 出 店 、 南 口 側 で は 「 駅 南 金 曜

市 」 と し て 野 菜 販 売 を 行 っ て い る 。  

 

【 Ｍ 委 員 】  

事 業 費 の う ち 、 ど こ に ど れ ぐ ら い コ ス ト が か か っ て

い る か 費 用 の 内 訳 を 教 え て ほ し い 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

事 業 を お お よ そ ３ つ に 分 類 し て い る 。 １ つ 目 が 拠 点

化 構 想 を 推 進 し て い く 事 業 （ 平 成 ２ ８ 年 度 に 策 定 し

た 拠 点 化 構 想 に つ い て 考 え る 事 業 ） で 、 事 業 費 の 約

４ 分 の １ 程 度 。 ２ つ 目 が 市 民 等 協 働 活 性 化 事 業 で 、

市 民 の 方 と 一 緒 に 運 営 し て い く 事 業 （ ワ イ ワ イ 会

議 、 ほ づ み 夜 市 の 開 催 ） で 事 業 費 の 約 ２ 分 の １ 程

度 。 ３ つ 目 が PR 事 業 で 事 業 費 の 約 ４ 分 の １ 程 度 。  

 

【 Ｆ 委 員 】  

交 付 金 は ど こ か ら 交 付 さ れ て い る か 。 ま た 何 年 間 交

付 さ れ る の か 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

国 か ら 。 地 方 創 生 推 進 交 付 金 と い う 総 合 戦 略 に 位 置

付 け ら れ た 事 業 に 交 付 さ れ る も の 。 担 保 さ れ る も の

で は な い が ５ 年 間 交 付 さ れ る 予 定 。  

 

【 Ｆ 委 員 】  

い ず れ に し て も 国 の 税 金 や 市 の 税 金 を 使 っ て 行 わ れ

る 事 業 で あ る 。 若 い 人 の 意 見 も 聞 き な が ら 、 空 洞 化

し な い よ う 知 恵 と ア イ デ ア を 出 し て 穂 積 駅 周 辺 が 活

性 化 さ れ る よ う 取 り 組 ん で ほ し い 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

事 業 の 主 な 目 的 は 「 人 と 人 と の つ な が り の 構 築 に よ

る 駅 の 活 性 化 」 で あ る 。 将 来 的 な ハ ー ド 整 備 に つ な

が っ て い く き っ か け に な れ ば と い う 視 点 で 行 っ て い

る 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  
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「 -圏 域 応 援 ス テ ー シ ョ ン -穂 積 駅 圏 域 拠 点 化 構 想 推

進 事 業 」 に つ い て 委 員 に 評 価 結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

→ 有 効 で あ っ た １ ２ 票 、 有 効 と は 言 え な い ２ 票  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

 

「 公 共 交 通 広 域 化 に よ る 穂 積 駅 圏 域 拠 点 化 構 想 推 進 事

業 」 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

「 公 共 交 通 広 域 化 に よ る 穂 積 駅 圏 域 拠 点 化 構 想 推 進

事 業 」 に つ い て 担 当 課 に 説 明 を 求 め た 。  

 

【 総 合 政 策 課】  

資 料 ２ を 用 い 実 施 し た 事 業 に つ い て 説 明 を 行 っ

た 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

担 当 課 の 説 明 に つ い て 、 各 委 員 に 対 し 質 問 ・ 意 見 を

求 め た 。  

 

【 Ｉ 委 員 】  

み ず ほ バ ス の 各 便 を ３ ０ 分 に １ 本 程 度 の ダ イ ヤ に し

て ほ し い 。 ま た 、 駅 周 辺 や 市 内 ば か り で は な く 、 大

き い 範 囲 で の 利 便 性 を 考 え て ほ し い 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

昨 年 度 は 、 そ れ ま で 手 薄 だ っ た 穂 積 駅 か ら 南 へ 向 か

う 安 八 穂 積 線 の 運 行 を 開 始 し た 。 穂 積 駅 を 中 心 と し

て 、 北 へ 向 か う 大 野 穂 積 線 や 、 市 内 を 走 る み ず ほ バ

ス な ど も 含 め 、 限 ら れ た 予 算 の 中 で 、 現 行 の ダ イ ヤ

を 基 本 と し つ つ 乗 降 調 査 な ど も 行 い な が ら 利 便 性 の

向 上 に 努 め る 。  

 

【 Ｇ 委 員 】  

安 八 穂 積 線 の 市 の 負 担 分 は ど れ く ら い の 費 用 か 。 ま

た 、 目 標 指 標 （ 穂 積 駅 の 乗 降 者 数 や 安 八 温 泉 の 入 館

者 数 ） を 見 る と 、 安 八 町 と 比 べ て 瑞 穂 市 の 利 益 や メ

リ ッ ト が な い 路 線 に 感 じ る が 如 何 。  

 

 

【 総 合 政 策 課 】  

名 阪 近 鉄 バ ス に お い て 、 運 行 に か か る 経 費 か ら 運 賃

等 の 収 入 を 引 い た 額 を 瑞 穂 市 と 安 八 町 で ２ 分 の １ ず

つ 支 払 っ て い る 。 み ず ほ バ ス が 運 行 し て い な い エ リ

ア を カ バ ー す る こ と や 、 南 側 か ら の 穂 積 駅 へ の ア ク

セ ス に よ り 、 圏 域 に 人 を 集 め る と い う 目 標 の も と 取

り 組 ん で い る 事 業 で あ る 。  
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【 Ｃ 委 員 】  

み ず ほ バ ス の 運 行 ダ イ ヤ に つ い て 、 利 用 者 が 乗 車 し

た い 時 間 は も う 少 し 本 数 を 増 や す 、 あ ま り 利 用 が な

い 時 間 は 本 数 を 減 ら す 等 の 検 討 を し て ほ し い 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

バ ス 業 界 全 体 が 運 転 手 不 足 に 陥 っ て い る 。 こ の よ う

な 現 状 と 予 算 の 関 係 上 、 増 便 に 関 し て は か な り 難 し

い 。  

 

【 Ｆ 委 員 】  

バ ス の 本 数 を 増 や せ ば 増 や す ほ ど 市 民 の 負 担 が 大 き

く な る 。 バ ス の 乗 降 調 査 や 観 光 の 視 点 も 入 れ つ つ 、

あ ら ゆ る 面 か ら 事 業 の 中 味 を 見 直 し 、 進 め て い っ て

ほ し い 。  

 

【 総 合 政 策 課 】  

費 用 対 効 果 も 考 え 事 業 を 推 進 し て い く 。 ま た 、 安 八

町 と の 協 定 に 基 づ き 、 市 の 財 政 負 担 も 極 力 減 ら し な

が ら 、 市 民 の 皆 さ ん の 足 と し て 利 用 し て も ら え る 運

用 が 必 要 と 考 え て い る 。  

 

【 曽 我 部 会 長 】  

「 公 共 交 通 広 域 化 に よ る 穂 積 駅 圏 域 拠 点 化 構 想 推 進

事 業 」 に つ い て 委 員 に 評 価 結 果 の 挙 手 を 求 め た 。  

 

→ 有 効 で あ っ た １ ０ 票 、 有 効 と は 言 え な い ４ 票  

「 目 標 達 成 に 有 効 で あ っ た 」 に て 決 す る 。  

 

 

その 他 議 事 等  

答 申 に つ い て  

【 曽 我 部 会 長 】  

こ れ ま で の 審 議 状 況 、 評 価 結 果 を 踏 ま え 、 会 長 が 答

申 案 を 作 成 し 、 各 委 員 に 確 認 を 受 け た 後 、 答 申 を 行

う こ と を 確 認 し 、 委 員 の 了 承 を 得 た 。  

 

会 議 録 に つ い て  

【 事 務 局 】  

後 日 郵 送 す る 為 、 修 正 事 項 等 あ れ ば 連 絡  

 

 

閉  会  

事 務 局  

(担 当 課 ) 

瑞 穂 市  企 画 部  総 合 政 策 課  
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  F A X： 05 8 - 3 2 7 - 4 1 0 3  
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